
◇
第

回
守
山
区
学
区
対
抗

実
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
六

月
二
十
五
日
、
守
山
区
仮
設
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

大
森
北

（
抽
選
）

小

幡
、
吉
根
７
―
０
小
幡
（
守
山

中
央
パ
ワ
ー
ズ
）
、
志
段
味
東

７
―
４
大
森
北
〈
決
勝
〉
吉
根

７
―
０
志
段
味
東

小
学
三
―
六
年
生
で
構
成
、

区
内
の
学
区
代
表
十
四
チ
ー
ム

に
よ
る
「
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん
杯
学

区
対
抗
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
大

会
」
（
中
日
新
聞
守
山
販
売
店

連
合
会
後
援
）
が
先
月
一
日
、

守
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
＝
竜

泉
寺
二
＝
で
開
か
れ
た
。

触
れ
合
い
と
交
流
の
場
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
区
民
ら
で

つ
く
る
区
民
ま
つ
り
実
行
委
員

会
が
主
催
。
九
回
目
の
こ
と
し

は
四
年
ぶ
り
の
有
観
客
で
、
選

手
や
応
援
す
る
家
族
な
ど
約
四

百
五
十
人
が
集
ま
っ
た
。

開
会
式
で
は
、
児
玉
透
区
長

が
「
チ
ー
ム
の
仲
間
、
同
じ
守

山
区
の
仲
間
と
し
て
友
情
を
育

ん
で
」
と
呼
び
か
け
。
七
チ
ー

ム
ず
つ
に
分
か
れ
て
の
予
選
リ

ー
グ
、
続
い
て
両
リ
ー
グ
上
位

二
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

選
手
た
ち
は
「
よ
く
見
て
」

や
「
構
え
て
」
な
ど
声
を
か
け

合
い
な
が
ら
コ
ー
ト
内
を
活
発

に
動
き
回
り
、
熱
の
こ
も
っ
た

試
合
を
多
く
繰
り
広
げ
た
。
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果
は
次

の
通
り
。
▽
森
孝
東

―

志

段
味
東
、
苗
代

―
６
西
城
、

森
孝
東

―

苗
代

デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
は
布
製
の

柔
ら
か
い
デ
ィ
ス
ク
を
投
げ
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
近
い
ル
ー
ル

で
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
。

て
啓
発
。
買
い
物
客
に
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
声

が
け
し
、
チ
ラ
シ
や
救
急
ば
ん

そ
う
こ
う
を
手
渡
し
た
。
そ
の

ほ
か
中
日
新
聞
販
売
店
も
、
の

ぼ
り
旗
を
店
先
に
掲
出
す
る
な

ど
で
協
力
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
街
頭
活
動
が
先
月
二
日
、

区
内
二
つ
の
大
型
ス
ー
パ
ー
で

行
わ
れ
、
参
加
者
約
百
五
十
人

が
同
運
動
へ
の
理
解
と
協
力
を

買
い
物
客
に
呼
び
か
け
た
。

法
務
省
主
唱
で
、
犯
罪
や
非

行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支

え
、
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
。
区
内
で
は
区
役
所
や
警
察

署
な
ど
で
つ
く
る
区
推
進
委
員

会
、
守
山
保
護
区
保
護
司
会
、

守
山
区
更
生
保
護
女
性
会
ほ
か

が
展
開
し
て
い
る
。

会
場
の
一
つ
、
ア
ピ
タ
パ
ワ

ー
新
守
山
店
＝
新
守
山
＝
に
は

瀬
古
・
二
城
・
鳥
羽
見
学
区
の

住
民
が
数
多
く
参
加
。
セ
レ
モ

ニ
ー
も
催
さ
れ
、
保
護
司
の
伊

藤
淳
子
さ
ん
が
「
人
と
人
と
が

互
い
に
支
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
築
く
こ
と

こ
そ
が
、
安
全
で

安
心
な
明
る
い
社

会
の
実
現
に
つ
な

が
っ
て
い
く
」
と

内
閣
総
理
大
臣
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
代
読

し
、
区
推
進
委
員

長
の
児
玉
透
区
長

に
伝
達
し
た
。

肩
に
た
す
き
を

か
け
た
参
加
者

は
、
店
内
や
出
入

り
口
付
近
へ
立
っ

大
森
小
学
校
＝
大
森
四
＝
の

校
外
学
習
が
先
月
七
日
に
行
わ

れ
、
三
年
生
の
お
よ
そ
半
数
の

三
十
六
人
が
、
畳
を
製
造
す
る

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｄ

Ａ
」
（
吉
田
宗
司

社
長
）
守
山
工
場

＝
藪
田
町
＝
を
見

学
し
た
。

社
会
科
の
授
業

の
一
つ
で
、
地
域

に
根
付
い
た
も
の

づ
く
り
や
仕
事
に

つ
い
て
学
ぼ
う
と

す
る
の
が
目
的
。

三
十
分
ほ
ど
か
け

て
学
校
か
ら
歩
い

て
き
た
子
ど
も
た

ち
が
「
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
元
気
に
あ

い
さ
つ
し
、
工
場
内
に
進
ん

だ
。数

多
く
の
畳
が
積
ま
れ
た
場

所
で
は
、
工
場
関
係
者
が
「
お

客
さ
ん
か
ら
畳
を
預
か
っ
て
、

畳
表
を
張
り
替
え
る
ん
だ
よ
」

と
説
明
。
子
ど
も
た
ち
は
「
畳

の
原
料
は
何
で
す
か
」
な
ど

次
々
と
質
問
し
、
熱
心
に
メ
モ

を
取
る
姿
を
見
せ
て
い
た
。

ま
た
、
畳
表
を
か
ぶ
せ
て
か

ら
縁
を
縫
い
閉
じ
る
ま
で
、
機

械
を
使
っ
た
張
り
替
え
の
工
程

を
見
学
。
「
昔
は
人
が
縫
っ
て

た
か
ら
大
変
で
、
た
く
さ
ん
の

人
数
が
必
要
だ
っ
た
」
や
「
物

を
大
切
に
し
て
、
使
え
る
も
の

は
使
う
。
畳
は
日
本
の
文
化
」

と
い
っ
た
話
に
も
耳
を
傾
け
、

小
さ
く
う
な
ず
い
て
い
た
。

古
い
畳
が
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
る
ま
で
を
目
の
当
た
り
に
し

た
子
ど
も
た
ち
。
口
を
そ
ろ
え

て
「
機
械
が
す
ご
か
っ
た
」
と

感
想
を
話
し
て
い
た
。

区
内
で
こ
と
し
三
件
目
と
な

る
交
通
死
亡
事
故
を
受
け
、
安

全
運
転
な
ど
を
呼
び
か
け
る
緊

急
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
先
月
二
十

五
日
、
幸
心
高
田
交
差
点
の
東

側
で
行
わ
れ
た
。

発
生
間
も
な
い
時
期
に
啓
発

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
交
通
安

新
聞
の
カ
ラ
ー
紙
面
を
手
で

ち
ぎ
っ
て
貼
っ
て
描
く
「
新
聞

ち
ぎ
り
絵
」
体
験
が
先
月
七

日
、
守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会

＝
小
幡
南
一
＝
で
開
か
れ
、
区

内
の
サ
ロ
ン
運
営
者
ら
三
十
一

人
が
作
品
作
り
を
楽
し
ん
だ
。

サ
ロ
ン
活
動
に
携
わ
る
人
が

情
報
交
換
を
す
る
場
、
交
流
会

で
の
催
し
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
。
中
日
新
聞
守
山
販
売
店
連

合
会
が
協
力
し
、
販
売
店
主
と

中
日
新
聞
販
売
局
社

員
の
五
人
が
講
師
を

務
め
た
。

作
り
方
が
書
か
れ

た
紙
や
下
絵
を
参
加

者
に
配
っ
た
後
、
新

聞
ち
ぎ
り
絵
の
魅
力

を
「
同
じ
も
の
が
で

き
な
い
と
こ
ろ
」

「
手
先
を
使
う
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
も
な

る
」
と
紹
介
。
「
き

ょ
う
は
時
間
が
な
い

の
で
、
新
聞
を
読
む
の
は
後
に

し
て
く
だ
さ
い
ね
」
の
呼
び
か

け
に
は
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
笑
い

が
起
こ
っ
た
。

参
加
者
は
カ
ラ
ー
紙
面
か
ら

思
い
思
い
の
色
を
選
ん
で
手
で

ち
ぎ
り
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
下

絵
に
合
わ
せ
て
の
り
付
け
。

「
何
色
が
い
い
か
な
」
や
「
手

だ
と
ギ
ザ
ギ
ザ
に
な
っ
ち
ゃ

う
」
の
声
も
聞
か
れ
、
販
売
店

主
が
「
適
当
な
感
じ
も
味
の
一

恒
例
「
守
山
区
民
美
術
展
」

（
中
日
新
聞
社
な
ど
後
援
）
が

九
月
二
十
九
日
か
ら
三
日
間
、

守
山
区
役
所
＝
小
幡
一
＝
講
堂

で
開
催
。
こ
と
し
は
第
一
回
の

「
守
山
区
子
ど
も
美
術
展
」
も

同
時
に
催
さ
れ
、
い
ず
れ
も
九

月
六
日
（
水
）
ま
で
出
品
申
し

込
み
を
受
け
付
け
る
。

子
ど
も
美
術
展
は
、
守
山
区

在
住
・
在
学
の
小
学
四
年
生
か

ら
中
学
生
が
対
象
。
絵
画
と
書

道
の
二
部
門
（
テ
ー
マ
は
自

由
、
一
人
一
部
門
に
つ
き
一
点
）

で
出
品
無
料
。
未
発
表
作
品
に

限
り
、
規
定
は
次
の
通
り
。

▽
絵
画
＝
四
つ
切
り
画
用

紙
、
ま
た
は

号
以
下
の
キ
ャ

ン
パ
ス
・
パ
ネ
ル
。
額
装
の
場

合
は
ガ
ラ
ス
不
可
、
ア
ク
リ
ル

可
▽
書
道
＝
仕
上
が
り
寸
法
が

百
八
十
五
㌢
以
下
×
九
十
五
㌢

以
下
（
縦
横
自
由
）
、
ま
た
は

二
百
四
十
五
㌢
以
下
×
六
十
五

㌢
以
下
（
縦
の
み
）
。

応
募
は
（
区
役
所
な
ど
に
あ

る
）
出
品
申
込
書
に
記
入
し
、

区
役
所
三
階

番
窓
口
・
地
域

力
推
進
室
へ
。
ま
た

郵
送
は
出
品
申
込
書

の
ほ
か
、
返
送
先
を

記
入
し
た
封
筒
に
八

十
四
円
切
手
を
貼
っ

て
同
封
し
、
〒
４
６

３
―
８
５
１
０
（
住

所
不
要
）
守
山
区
役

所
地
域
力
推
進
室
宛

て
（
応
募
期
間
内
必

着
）。そ

の
ほ
か
「
区
民

つ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
。

廿
軒
家
で
「
ボ
ッ
チ
ャ
サ
ロ

ン
廿
軒
家
」
を
運
営
す
る
田
中

幸
子
さ
ん
は
「
（
新
聞
ち
ぎ
り

絵
を
）
こ
と
し
一
月
か
ら
サ
ロ

ン
で
も
や
っ
て
い
る
。
上
手
、

下
手
を
気
に
し
な
く
て
い
い
の

が
楽
し
い
」
と
、
に
こ
や
か
に

話
し
て
い
た
。

同
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
父
親
有
志

「
お
や
じ
の
会
」
企
画
の
イ
ベ

ン
ト
で
、
昨
年
に
続
き
二
回

目
。
水
風
船
は
会
員
ら
が
当

日
、
三
十
六
個
同
時
に
作
れ
る

用
具
を
使
い
、
一
時
間
ほ
ど
か

け
て
約
二
万
個
を
準
備
し
た
。

〝
バ
ト
ル
〟
は
コ
ー
ト
内
で

水
風
船
を
投
げ
合
い
、
当
た
っ

て
割
れ
た
ら
ア
ウ
ト
に
な
る
と

い
っ
た
ル
ー
ル
で
競
技
。
学
年

ご
と
複
数
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、
ま
た
各

勝
者
と
保
護
者
チ
ー
ム
の
対
戦

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

五
つ
の
コ
ー
ト
が
校
庭
に
設

け
ら
れ
、
五
分
間
の
戦
い
が
始

ま
る
と
「
逃
げ
て
、
逃
げ
て
」

「
い
け
ー
」
な
ど
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
。
飛
び
跳
ね
て
水

風
船
を
よ
け
る
姿
も
見
せ
て
い

た
ほ
か
、
あ
ち
こ
ち
で
上
が
る

水
し
ぶ
き
に
悲
鳴
に
も
似
た
歓

声
を
響
か
せ
て
い
た
。

お
や
じ
の
会
の
中
島
洋よ

う

右す
け

会

長
は
、
み
ん
な
が
楽
し
む
様
子

を
見
つ
め
な
が
ら
「
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
日
頃
か
ら
、
そ
し
て

学
校
を
通
じ
た
親
子
の
関
わ
り

を
深
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
た
。

約
四
十
人
が
参
加
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
前
に
は
杉

本
浩
治
守
山
署
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
三
件
の
交
通
死

亡
事
故
の
共
通
点
に

つ
い
て
「
い
ず
れ
も

信
号
の
な
い
交
差

点
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

左
右
の
安
全
確
認
を

し
て
い
れ
ば
起
こ
ら

な
か
っ
た
」
な
ど
と

説
明
し
た
。

参
加
者
は
二
組
に

分
か
れ
、
道
路
両
側

に
横
並
び
で
整
列
。

署
員
が
吹
く
笛
を
合

図
に
「
交
差
点
注

意
」
「
ス
ピ
ー
ド
落

と
せ
」
と
書
か
れ
た

サ
イ
ン
板
を
掲
げ
、
付
近
を
通

行
す
る
車
両
に
安
全
運
転
を
訴

え
た
。

守
山
署
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
左

右
の
安
全
確
認
徹
底
の
ほ
か
、

歩
行
者
に
向
け
「
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
目
立
つ
よ
う
、
明
る
い
服

装
と
反
射
材
を
身
に
着
け
る
こ

と
を
習
慣
化
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
。

水
風
船
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
競
う
「
み
ず
た
ま
バ
ト
ル
」
が
先
月
十
五
日
、
吉
根
小
学
校
＝
吉

根
一
＝
で
催
さ
れ
、
同
小
児
童
と
保
護
者
ら
約
二
百
五
十
人
が
参
加
。
水
し
ぶ
き
と
と
も
に
大

き
な
歓
声
を
上
げ
た
。

美
術
展
」
募
集
要
項
を
は
じ

め
、
両
展
の
詳
細
な
ど
問
い
合

わ
せ
は
区
役
所
地
域
力
推
進
室

＝
☎
０
５
２
（
７
９
６
）
４
５

２
７
＝
へ
。

全
意
識
を
高
め
よ
う
と
実
施
。

守
山
署
員
や
区
役
所
職
員
、
安

全
運
転
管
理
協
議
会
や
二
城
学

区
連
絡
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
ら

学
区
対
抗
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
大
会

４
年
ぶ
り
有
観
客
で
熱
い
戦
い
繰
り
広
げ
る

こ
と
し
の「
区
民
美
術
展
」で
は

「
区
子
ど
も
美
術
展
」も
同
時
開
催

出
品
申
し
込
み
は
来
月
６
日
ま
で

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
街
頭
活
動

人
と
人
が
互
い
に
支
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

大
森
小
児
童

畳
の
張
り
替
え
を
見
学

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
守
山
工
場
で
校
外
学
習

交
通
安
全
の
緊
急
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

幸
心
高
田
交
差
点
東
側
で
呼
び
か
け

１
回
の
〝
バ
ト
ル
〟
で
水
風
船
１
０
０
個
ず
つ
を
投
げ
合
っ
た

厳しい暑さの中、交通安全を呼びかける参加者ら

縫着機と呼ばれる機械を見学
して、興味津々の子どもたち

立ち直りを支える地域のチカラ―
買い物客への呼びかけが行われた

優
勝
の
森
孝
東
学
区
チ
ー
ム

準
優
勝
の
苗
代
学
区
チ
ー
ム

優
勝
の
「
吉
根
学
区
」

ことしは子どもたちの作品も
（写真は以前の区民美術展）

水風船をぶつけ合う「みずたまバトル」サ
ロ
ン
運
営
者「
新
聞
ち
ぎ
り
絵
」を
体
験

思
い
思
い
に
作
品
作
り
を
楽
し
む

中
日
新
聞
販
売
局
社
員
や
販
売
店
主
が
講
師
役

こ
れ
で
い
い
か
な
―

作
品
作
り
を
楽
し
む

サ
ロ
ン
運
営
者
ら

親
子
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
っ
て
ほ
し
い

吉根小で児童と保護者ら
250人余りが歓声上げる

62,500
〒463-0065　名古屋市守山区廿軒家12-18  ☎052（755）5011
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